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　5月30日　奴奈川小学校大運動会に、千葉

県八干代市立勝田台中学校の生徒96名が参加。

児童と生徒、そして地域の人たちの熱気ある

声援が会場いっぱいに響きました。

　　　　　　　　　　（関連記事9ページ）

　　一菖　　’　騒　　睡

勝田紳の生徒芝手碁都耀撒劉1労

□松代町役場

〒942－1592　新潟県東頸城郡松代町大：字松代3252番地1
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十日町広域圏合併協議会一』一∵②～③

総合健康診査を実施します一……④～⑤

選挙一期目前投票制度について一〇～⑦

直接支払制度の概要／越後田舎体験・“⑧～⑨
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　　　　　　合併後第一回目の市議会選挙

　　　　　　　　松代町選出議員は4人

　第一回目の選挙に適用する各選挙区定数の割り当ては、「議会の

議員の定数等に関する小委員会」（委員長＝吉楽正実川西町議会議

長）の全員合意による審議結果の報告を受けて、今回の協議会で確

認された。定数の割り当ては、主に議員一人あたりに対する選挙

区の人ロで試算し、十日町市は約二千人に一人、その他の町村は、

約一干人に一人の割り合いで配分している。（表1）

　
第
一
回
目
の
選
挙
の
み
市
議

会
議
員
の
定
数
を
如
人
と
し
、

　
　
　
　
を
　
　
ビ
　
　
と
し

擁
議
員
の
定
数
を
定
め
た
．

中
里
村

松
代
町

松
之
山
町

（
計

40346819人人人人人人
）

　
こ
れ
は
、
合
併
の
特
例
に
ょ
る

も
の
で
、
第
一
回
目
の
選
挙
の
任

期
間
に
適
用
さ
れ
る
。
第
二
回
目

の
選
挙
以
降
は
、
法
に
定
め
ら
れ

た
議
員
定
数
で
あ
る
3
Q
人
を
、
全

市
一
選
挙
区
と
し
て
選
出
す
る
．

（人）（表1）各市町村の人ロと議員定数

　　　項目
選挙区別

平成12年
国勢調査人口

議員定数
議員一人当
たりの人口

十日町市 43，002 19 2，263

川　西　町 8，185 8 1，023

中　里．村 6，422 6 1，070

松　代　町 4，240 4 1，060

松之山町 3，184 3 1，061

合　　　計 65，033 40 平均1，625

農
業
委
員
会
の
委
員
定
数
と

任
期
に
つ
い
て

〈
任
意
協
議
会
で
の
決
定
事
項
〉

①
全
市
で
一
つ
の
農
業
委
員
会

　
と
す
る
．

②
委
員
の
定
数
は
4
0
人
と
す
る
．

③
各
市
町
村
ご
と
の
選
挙
区
と

　
し
定
員
は
、
川
西
町
9
人
、
中

　
里
村
7
人
、
松
代
町
6
人
、
松

　
之
山
町
5
人
、
十
目
町
市
は
複

　
数
選
挙
区
で
1
3
人
と
す
る
．

④
選
任
に
よ
る
委
員
は
、
農
協

　
1
人
、
農
業
共
済
1
人
、
各
市

　
町
村
か
ら
学
識
経
験
者
各
1
人

　
と
す
る
。
（
法
改
正
に
よ
り
構

　
成
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
る
）

〈
本
協
議
会
で
の
決
定
事
項
〉

①
十
目
町
市
に
割
り
当
て
ら
れ

　
た
1
3
人
の
割
り
振
り
を
、
次
の

　
よ
う
に
細
分
す
る
。

　
十
日
町
・
川
治
・
六
箇
地
区
は

　
3
人
、
中
条
地
区
は
3
人
、
吉

　
田
・
下
条
地
区
は
4
人
、
水
沢

　
地
区
は
3
人
．

②
合
併
後
一
年
以
内
は
、
現
在

　
の
各
市
町
村
の
委
員
が
そ
の
ま

　
ま
在
任
す
る
特
例
を
設
け
て
い

　
る
が
、
そ
の
在
任
期
限
を
平
成

　
1
7
年
7
月
1
9
日
と
す
る
。
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今
回
の
人
口
割
合
に
よ
る
議

員
定
数
の
割
り
当
て
は
、
人
口

二
千
人
に
一
人
の
議
員
と
な
っ

た
十
日
町
市
が
、
二
分
の
一
の

格
差
を
も
っ
て
他
町
村
に
対
し

て
譲
歩
す
る
形
と
な
っ
た
．

　
一
方
、
三
人
の
割
り
当
て
を

受
け
た
松
之
山
町
の
委
員
か
ら

は
不
満
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
佐
藤
利
幸
松
之
山
町
長
は
「
地

域
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
の

定
数
特
例
で
あ
り
、
人
口
や
有

権
者
割
に
よ
る
べ
き
で
な
い
．

遠
隔
地
で
あ
る
当
町
に
配
慮
が

な
い
の
が
残
念
で
あ
る
が
、
小

委
員
会
の
審
議
結
果
に
従
わ
ざ

る
を
得
な
い
」
と
述
べ
た
。
ま

た
、
ほ
か
の
同
町
の
委
員
か
ら

は
「
議
案
提
出
権
（
註
1
）
が

あ
る
最
低
四
人
を
配
分
す
る
配

慮
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な

い
か
」
な
ど
の
意
見
も
出
さ
れ

た
。
　
こ
れ
に
対
し
て
小
委
員
会
の

吉
楽
委
員
長
か
ら
「
人
口
割
を

重
要
視
す
る
な
か
で
、
お
互
い

に
地
域
を
大
事
に
し
な
が
ら
助

け
合
い
の
精
神
で
や
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
応
え
、

他
に
も
「
四
人
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

良
い
案
件
で
あ
れ
ば
応
援
で
き

る
」
な
ど
の
意
見
も
出
さ
れ
た
。

　
議
案
採
決
で
は
、
委
員
の
挙

手
を
求
め
る
声
も
あ
っ
た
が
、

協
議
会
の
進
行
に
そ
ぐ
わ
な
い

こ
と
か
ら
、
今
後
の
施
策
の
中

で
小
規
模
遠
隔
地
に
温
か
い
配

慮
を
促
す
こ
と
で
、
議
案
の
可

決
を
み
た
．

議
案
提
出
権

地
方
自
治
法

　
　
第
百
十
二
条
（
抜
粋
）

　
普
通
地
方
公
共
団
体
の
議
会

の
議
員
は
、
議
会
の
議
決
す
べ

き
事
件
に
つ
き
、
議
会
に
議
案

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
議
案
を
提
出
す
る
に
当
た
っ

て
は
、
議
員
の
定
数
の
十
二
分

の
一
以
上
の
者
の
賛
成
が
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
．
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財
政
計
画
の
見
直
し

三
位
一
体
改
革
の
影
響
で

投
資
的
事
業
を
削
減

　
政
府
の
三
位
一
体
改
革
の
一

つ
で
あ
る
地
方
交
付
税
な
ど
の

削
減
を
受
け
て
、
新
市
財
政
計

画
の
見
直
し
を
行
っ
た
。

　
今
年
度
、
地
方
交
付
税
の
削

減
額
は
当
圏
域
内
で
約
1
6
億
円

に
及
ん
だ
。
そ
の
他
に
も
国
・

県
補
助
金
な
ど
の
削
減
も
含
め

る
と
、
当
初
描
い
て
い
た
歳
入

も
く
ろ
み
か
ら
約
2
6
億
円
の
減

額
が
強
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
　
こ
れ
に
よ
り
、
新
市
財
政
計

画
の
歳
入
を
、
3
5
0
億
円
（
平

成
1
7
年
度
べ
ー
ス
）
か
ら
3
2

4
億
円
に
減
額
。
合
併
後
1
0
年

間
の
各
年
度
に
つ
い
て
も
、
ほ

ぼ
同
額
の
減
額
見
直
し
を
行
っ

た
。
　
こ
の
減
額
幅
は
、
当
初
計
画

し
て
い
た
歳
入
か
ら
歳
出
を
差

し
引
い
花
余
剰
額
（
合
併
に
よ

る
財
政
メ
リ
ッ
ト
）
を
一
掃
す

る
形
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
合
併
事
務
局
で
は
「
合

併
効
果
は
、
市
町
村
合
併
を
行

う
こ
と
で
人
件
費
や
物
件
費
な

ど
の
行
政
コ
ス
ト
の
削
減
で
き

る
こ
と
に
あ
り
、
本
質
的
に
は

三
位
一
体
の
改
革
な
ど
の
影
響

で
無
く
な
る
も
の
で
は
な
い
」

と
し
て
い
る
．

　
当
然
な
が
ら
効
果
を
生
み
出

す
た
め
に
は
新
た
な
目
標
設
定

が
必
要
と
な
り
、
そ
の
し
わ
寄

せ
は
、
新
市
で
の
建
設
事
業
な

ど
の
投
資
的
経
費
や
補
助
費

人
件
費
な
ど
の
抑
制
で
ま
か
な

（単位＝億円）

わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
な
か
で

も
、
当
初
合
併
後
1
0
年
間
で
予

定
し
た
投
資
的
経
費
の
総
額
7

6
0
億
円
は
約
三
割
減
の
5
4

0
億
円
に
見
直
さ
れ
た
．

　
こ
れ
ら
は
、
今
年
度
の
三
位

一
体
改
革
等
の
影
響
を
盛
り
込

ん
だ
だ
け
で
あ
り
、
今
後
の
追

加
削
減
し
だ
い
で
は
各
種
事
業

の
更
な
る
見
直
し
が
必
要
と
な
っ

て
く
る
。

平成17年度 平成2コ年度 平成26年度
当初計画 見直後 当初計画 見直後 当初計画 見直後

歳
　
　
入

地　　方　　税 64 62 63 61 61 59
譲　与　税　等 13 14 13 14 12 13
普通地方交付税 120 104 115 99 113 95
特別地方交付税 19 19 17 17 17 17
国・県支出金 46 40 44 38 40 34
繰　　入　　金 1 1 1 1 1 1繰　　越　　金 5 5 5 5 5 5地　　方　　債 51 48 51 48 51 48
その他の収入 30 30 30 30 30 30
歳　　入　　計 350 324 339 313 330 302

歳
　
　
出

人　　件　　費 56 54 57 55 48 46
物　　件　　費 39 39 33 33 30 30

維持補修費 16 16 16 16 16 16
扶　　助　　費 20 22 20 22 20 22
補　助　費　等 40 36 34 30 32 28
公　　債　　費 49 49 43 43 44 41
積　　立　　金 3 3 3 3 3 3投資・出資・貸付金 17 17 17 17 17 17
繰　　出　　金 32 32 33 33 34 34

投資的経費 76 54 76 54 76 54
歳　　出　　計 348 322 331 305 3葉8 289

実質収支（歳入一歳出） 3 3 8 8 12 13

　　　　　　財政計画の変化

　　　　　　　　　　．当．初計．，

　　　　　　　一母一

＋歳入計＝前
＋歳出計＝前…”’……”1臼”’甲’……阿’

＋歳入計＝後・…・見直後計画…
一■一歳出計：後……・…．…・．．…・．……・…・＿・．．，＿

億円

360

350

340

330

320

310

300

290

280

270

H17　H18　H19　H20　H21　H22　H23　H24　H25H26
　　　　　　　　　　　　　　　年度

財政計画の見直し

※合併後10年間の計画のうち、5年ごとの3ヵ年分を抜粋
　単位未満の調整により各項の合計が一致しないところがあります。

実質収支の変化

一◆一収支：前

＋収支＝後

2…膿β．，H24H25H2611

億円

14

12

10

　8

　6

　4

　2

　0

－2

…
．
一
z
口
　
＝
”
”

▲

－
．

醐

　7
■

▲
』【

・
圏

開
催
日
　
5
月
訓
日
㈲

会
場
松
代
瞳
総
合
セ
ン
タ
ー

新
市
の
市
章

　
　
　
　
一
般
公
募
で

　
市
章
は
、
市
を
象
徴
す
る
も

の
で
あ
っ
て
、
市
旗
や
看
板
な

ど
幅
広
く
使
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、

親
し
み
が
あ
り
新
市
を
イ
メ
ー

ジ
で
き
る
も
の
が
望
ま
れ
る
．

　
こ
の
こ
と
か
ら
新
市
の
市
章

を
制
定
す
る
に
あ
た
り
、
広
く

デ
ザ
イ
ン
を
募
集
す
る
こ
と
で
、

数
点
を
候
補
作
品
と
し
て
あ
げ

る
た
め
に
、
そ
れ
を
選
定
す
る

小
委
員
会
を
設
置
し
た
．

〈
新
市
の
市
章
選
定
小
委
員
会
〉

委
員
長

副
委
員
長

委
員

　
〃
　
〃

　
公
募
は
、

月
か
ら
9
月
に
カ
け
て
行
う
予

定
で
、
具
体
的
な
期
問
や
公
募

要
領
に
つ
い
て
は
今
後
小
委
員

会
の
中
で
協
議
さ
れ
る
．

高
橋
芳
平
（
松
代
町
）

小
島
伸
子
（
川
西
町
）

阿
部
武
市
（
＋
日
町
市
）

斎
藤
立
美
（
中
里
村
）

柳
靖
治
（
松
之
山
町
）

　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
合
併
調
印
後
の
8

　
　
〉
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実施期間17月5日例）～7月9日囲

1　健康診査対象者
今年2月に実施した「各種検診受診調査表」により、受診希望者に「受付票」を

送付します。注意事項をよく読み、問診票などに必要事項を記入して受診日にお持

ちください。

なお、受付票が届かなかった人で総合健康診査の受診を希望する人は、役場住民

課環境保健衛生係までご連絡ください．

健診項目 対　象　者 料　金 備　　　考

基本健康診査 30歳以上 1，300円 70歳以上は無料

胸部レントゲン 19歳以上 無　料

胃がん検診 40歳以上 1，000円 70歳以上は無料

成人歯科健診 希望者 無　料 7月6・7・8日に実施

肝炎ウイルス検診 40，45，50，55，60，65，70歳の人 700円 70歳は無料

運動機能検査 希望者及び骨密度検査を受ける人 無　料

骨密度検査 30歳～51歳の女性 無　料

前立腺がん検診 50歳以上の男性 2，100円 受診者全員有料

※対象年齢はいずれも平成17年3月31日現在の年齢です．

※前立腺がん検診を希望される人は、当日受付にて申し込みください．

　
町
で
は
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
、
自
分
や
家
族
の
健
康
に
関

心
を
も
ち
、
家
族
全
員
の
健
康
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
「
か
ら
だ
の
健
康
づ
く

り
」
を
目
標
に
7
月
5
日
か
ら
7
月
9
日
ま
で
の
5
日
間
、
総

合
体
育
館
に
お
い
て
総
合
健
康
診
査
を
行
い
ま
す
。

　
今
年
は
新
た
に
、
5
0
歳
以
上
の
男
性
を
対
象
に
前
立
腺
が
ん

検
診
も
行
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

2　受診に必要なもの

①受付票一各検査ごとに受付票があり問診票が、ついていますので記入のうえご持参ください。

②健康手帳一お持ちの人は、必ずご持参ください．

③健診料金一上の表で、ご自分が受けられる各健診項目ごとの料金をご用意ください。

3　総合健康診査集落別日程表

月　目
　　　　午　　　前

受付時間：8時30分～11時まで

　　　午　　　後

受付時間：1時～3時まで

7月5目
　（月）

松代（24～26）・寺田・福島・奈良立・峠

事業所
太平・田沢・田野倉・竹所・木和田原

7月6目
　（火）

松代（27～29）・室野・事業所 松代（30～31）・犬伏・孟地・中子・苧島

7月7目．
　（水）

松代（10～13・17～21）・東山・海老

儀明・事業所

松代（42～51）・菅刈・蓬平・仙納・莇平

小貫・事業所

7月8目
　（木）

松代（14～16・22～23）・小荒戸・小屋丸

池之畑・下山・片桐山・滝沢・事業所
松代（1～9）・名平・蒲生

7月9目
　（金）

松代（35～41）・千年・池尻・会沢・清水

桐山・事業所

4



知
9
て
お
き
た
い煎
続
藤
麟
癒

　
今
年
の
総
合
健
診
か
ら
前
立

腺
が
ん
検
診
を
行
い
ま
す
．

前
立
腺
が
ん
は
、
欧
米
で
は

男
性
が
ん
死
亡
者
の
約
2
0
％
を
占

め
る
頻
度
の
高
い
が
ん
で
す
．

わ
が
国
で
は
今
の
と
こ
ろ
約
3
・

5
％
と
比
較
的
少
な
い
が
ん
で

す
が
、
食
事
で
の
動
物
性
脂
肪

の
多
量
摂
取
や
人
口
の
高
齢
化

に
ょ
り
、
急
増
傾
向
に
あ
り
ま

す
．
発
症
年
齢
は
、
4
5
歳
以
下
の

男
性
で
は
ま
れ
で
す
が
、
5
0
歳

以
後
は
そ
の
頻
度
は
増
加
す
る

た
め
、
前
立
腺
が
ん
は
高
齢
者

の
が
ん
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

に
あ
る
臓
器
で
す

け

が
ん
の
進
行
が
遅
い
の
が
特
徴

前
立
腺
が
ん
に
か
か
っ
て
も
、

初
期
の
う
ち
は
こ
れ
と
い
っ
た

自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
．
が

ん
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
て
、
尿

が
出
づ
ら
く
な
っ
た
り
残
尿
感

が
あ
る
な
ど
の
症
状
が
あ
り
ま
す
。

こ
ん
な
症
状
は
要
注
意
！

●
尿
が
で
に
く
い

●
尿
の
切
れ
が
わ
る
い

●
夜
間
の
ト
イ
レ
回
数
が
多
い

●
排
尿
し
て
も
尿
が
残
っ
て
い

る
感
じ
が
す
る
（
残
尿
感
）

●
腹
部
が
は
る

●
血
尿

一前立腺は男性だ1
　前立腺は男性だけにある

臓器で、膀胱の下で尿道を

とりかこむように存在して

います。直接は3～4セン

チメートルほどで、ちょう

ど果物の皮と実のような構

造をしており、精液の一部

がここで製造されています。

総
合
健
診
で
の
検
査
は

血
液
検
査
を
行
い
ま
す
．

前
立
腺
が
ん
に
か
か
る
と
、

前
立
腺
か
ら
分
泌
さ
れ
る
P
S

A
（
前
立
腺
特
異
抗
原
）
と
い

う
物
質
が
急
速
に
増
加
し
、
血

液
に
流
れ
だ
し
ま
す
。
こ
の
た

め
、
採
決
し
て
こ
の
P
S
A
の

量
を
測
定
す
る
こ
と
で
か
な
り

の
確
立
で
が
ん
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
．

前
立
腺
の
病
気
に
は
、
が
ん

の
ほ
か
に
前
立
腺
炎
や
前
立
腺

肥
大
症
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ

も
排
尿
障
害
を
と
も
な
う
の
で
、

こ
れ
ら
の
病
気
と
思
い
込
み
、

実
は
が
ん
が
潜
ん
で
い
た
と
い

う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

で
鵜
く
邸
．
－

　　蒙煙チヤレンジ教室を開催します

　自らの意思で、健康への扉を開けようとしているあなた。仲間や

スタッフとともに禁煙に挑戦してみましょう。成功すれば、人に煙

たがれることなく、元気で生きいきした人生がおくれるでしょう。

　町では一昨年から禁煙教室を開催し、これまで19人の方から参加

いただき、7名の方がみごと禁煙に成功されています。

．
望

禁煙プログラム

・あなたのニコチン依存度チェック

・無理なく禁煙するコツを教えます

・禁煙はこんなにトクする！

・間接喫煙の恐さ　　　　　など

参加希望者は総合健診の受付で申し込みください。

とりまとめのうえ、参加希望者に日程等のご案内をお送りします。

　　　　　　　　　　　　　（お問い合わせ＝住民課保健師まで）

の業務時間

5時までと

松代病院か

会計窓口

7月1日よ1
が午前8時3

なります。

　ただし、月曜・水曜日は診療状況

に応じて午後6時までとします。

　なお、業務終了後は、お薬の処方

　　　　　　はできますが、診療

　　（　　　　費の会計はできませ
　　G、6、

　　くフ　　　んので、後日来院の

　　　　　　　うえ会計をしてくだ

　　　　　　さるようお願いしま
　　受付
　　　　　　す。
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「
期
日
前
投
票
制
度
」
と
は

選
挙
は
、
選
挙
日
（
投
票
日
）

に
投
票
所
で
投
票
す
る
こ
と
を

原
則
と
し
て
い
ま
す
が
、
期
日

前
投
票
制
度
は
、
選
挙
期
日
前

で
あ
っ
て
も
、
選
挙
期
日
と
同

じ
く
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
（
つ
ま
り
、
投
票
用
紙
を
直

接
投
票
箱
に
入
れ
る
こ
と
が
で

き
る
）
仕
組
み
で
す
。

選挙日前の投票がカンタンに

期日前投票制度の実施により、これまでの不在者投票にくら球

簡単に選挙日前の投票ができるようになりました。

愚
、

欝聯場鰍こて槻用紙への濫識

　　　　　　　　　　綬纂管理考が
　　　　　　　　　　曼理を決定し
奪　　　　　　　　紬鑓網

圃一劉一繭欄徳
投纂用紙を　外封爾へ　　　　不在饗投纂管理嚢へ纒鐵し．

内封麟へ　　選挙人が讐名　　外封鳳こ立会人が暑名

愚

期8麟投票所にて
投纂用紙への詑載

騨義本人が

棚騙紙を遡聾繍幾

い
ま
ま
で
の
不
在
者
投
票
は
…

　
投
票
用
紙
の
記
載
の
ほ
か
に

内
封
筒
や
外
封
筒
へ
の
署
名
な

ど
わ
ず
ら
わ
し
さ
が
あ
り
ま
し

た
。

こ
ん
ど
の
期
日
前
投
票
は
…

　
投
票
用
紙
に
記
載
の
あ
と
、

直
接
投
票
箱
に
入
れ
ま
す
の
で
、

封
筒
へ
の
署
名
な
ど
の
わ
ず
ら

わ
し
さ
は
あ
り
ま
せ
ん
．

　
選
挙
日
の
当
日
に
仕
事
や
旅
行
な

ど
で
投
票
に
行
け
な
い
人
は
、
事
前

に
投
票
を
済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

期日前投票
鯨象と数る投票　　　　　　　　　　　　　　　　期　投票場醗

名簿登録地の市区町村で行う投票　　　　　　　告日　　選挙管理委員会が定めた期日前投票所（役場敷

　　　　　　　　　　　　　　　示前地内に設置予定です）

したがって、投票の際には、いままでの不在者旦撫難

投票と同じく・一定の事由に該当することの宣誓の

書の提出が必要となりますゐ　　　　　　　　　　翌

　　　　　　　　　　　　　　　日
投票期間
　　　　　　　　　　　　　　　か
選挙期日の公示日または告示目の翌日から選挙　口
　　　　　　　　　　　　　　　り期目の前日ま璽問で凱（いままでの不磧投票で

の投票鯛は曝挙期日の公示目または告和かき
ら選挙期日の目1旧まででした・）　　　ま
公示●’●（衆●参通常選挙）　　　　す
告示…（衆・参通常選挙以外の選挙）

基本的な手続きは、選挙期目の投票所投票と同

じです。

選i挙権認難の時翻

選挙権の有無は、期日前投票を行う目に認定され

ます。これにより選挙期日前であっても投票用紙

を直接投票箱に入れることが可能となるものです。

したがって、期日前投票を行った後に、他市町村へ

の移転、死亡等の事由が発生して選挙権を失ったと

しても、有効な投票として取扱われることになります．
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選
挙
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

松
代
町
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
凪
5
9
7
1
2
2
2
0
）

期
日
前
投
票
が
で
き
る
の
は
、
投
票
す
る
人
が
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
市
町
村
で
行
う
投
票
に
限
ら
れ
ま
す
．

そ
の
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し
た
「
期
日
前
投
票
所
」

で
投
票
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

灘
蚕
嚢
灘
投
累
欝
饗
き
る
の
は

選
挙
人
名
簿
登
録
地
以
外
の
　
　
　
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
な

選
挙
管
理
委
員
会
で
の
投
票
　
　
　
い
た
め
、
例
外
的
に
名
簿
登
録

病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
定
　
　
　
地
の
市
区
町
村
の
選
挙
管
理

め
ら
れ
た
施
設
で
行
う
投
票
　
　
　
委
員
会
に
お
い
て
不
在
者
投

選
挙
期
日
に
は
選
挙
権
が
あ
　
　
　
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
．

る
こ
と
と
な
る
が
、
選
挙
期
　
　
例
え
ば
…

日
前
に
投
票
を
行
お
う
と
す
　
　
選
挙
期
目
に
は
2
0
歳
を
迎
え
る

る
目
に
は
ま
だ
選
挙
権
が
な
　
　
が
、
選
挙
期
日
前
に
お
い
て
は

い
人
に
つ
い
て
は
、
期
日
前
　
　
ま
だ
1
9
歳
の
人
な
ど
。

　
期
日
前
投
票
は
不
在
者
投
票
と
ち
が
い
、
確
定
投
票
で
す
。

　
期
日
前
投
票
の
際
は
、
投
票
管
理
者
と
投
票
立
会
人
の
立
会
い

の
も
と
に
投
票
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
い
ま
ま
餐
の
不
謹
蕎
投
票
の
茨
部
糞
纏
期
臼
前
投
漿
健
移
行
さ

れ
ま
す
が
、
一
部
の
馨
歯
鷹
翁
雛
獲
糠
薙
鞍
饗
投
票
が
で
き
ま
す
。

ロ○ロロ○ロロ○ロロ○ロロ○ロロ○［コロ○□□Oロロ○ロロ○ロロ○ロロOロロOロロ○□□OロロOロロO□口○□□OロロOロロ○ロロ○ロロ○ロロO□□○ロロ○ロロ○ロロ○ロロ○ロロ○ロロ○ロロOロロ○ロロOロロ○ロロ○ロロO□□○ロロ○ロロ○ロロOロロ○ロロ○□□OロロOロロ○［コロ○ロロ○ロロ○⊂】□○ロロ○ロロ○［コ

公職選挙法の一部が改正され、郵便等による不在

者投票についてその対象者が拡大されるとともに、「代

理記載制度」が新たに創設されました。

郵便等による不在者投票の対象者

1．身体障害者手帳につぎの内容の記載がある人

①両下肢、体幹、移動機能の障害…1級もしく

　は2級
②心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小

　腸の障害…1級もしくは3級
③免疫の障害…1級から3級

2．1①～③と同程度の障害がある人として、知

事等が書面により証明した人

3．戦傷病者手帳につぎの内容の記載がある人

①両下肢、体幹の障害……恩給法別表第一号表

　ノニの特別項症から第二項症

②心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小

　腸の障害……恩給法別表第一号表ノニの特別

　項症から第三項症

4．3①～②と同程度の障害がある人として、知

事等が書面により証明した人

5．介護保険被保険者証に介護状態区分が要介護

5である人

1．郵便等による不在者投票の対象者の拡大

これまでの郵便等による不在者投票は身体に重度

の障害がある選挙人だけが対象となっていました．

介護保険法上の要介護者で、介護保険の被保険者

証に要介護状態区分が要介護5である者として記載

されている人も、今回新たに郵便等による不在者投

票をすることができるようになりました。

事前に、郵便等による投票に必要な「郵便等投

票証明書」の交付を受ける手続が必要です。

2．郵便等による不在者投票における代理記載制度

　の創設
郵便等による不在者投票をすることができる選挙

人で、自ら投票の記載をすることができない者とし

て定められた下記の①または②に該当する人は、あ

らかじめ選挙管理委員会に届け出た者（選挙権を有

する者に限る．）に投票に関する記載をさせることが

できるようになりました。

①身体障害者福祉法上の身体障害者で、身体障害者

手帳に上肢または視覚の障害の程度が1級である

者として記載されている人

②戦傷病者特別援護法上の戦傷病者で、戦傷病者手

帳に上肢または視覚の障害の程度が特別項症から

第2項症までである者として記載されている人

事前に、郵便等による投票に必要な「郵便等投

票証明書」の交付を受ける手続と「代理記載人」

となるべき者の届出が必要です。
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　　中山間地域等

　直接皮払制度の

実施状況について

　直接支払制度がはじまって今年

で5年目となります。今回は、今
までの制度の取り組みと町の今後

の対応についてお知らせします。

中山間地域等直接支払制度実施状況の推移

協
定
に
も
と
づ
く
取
組
状
況

　
協
定
で
規
定
し
て
い
る
共
同

の
取
組
項
目
で
は
、
全
協
定
が

水
路
・
農
道
等
の
維
持
管
理
や

整
備
を
実
施
し
て
い
て
、
集
落

活
動
の
う
ち
、
交
付
金
の
額
も

一
番
多
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
．

ま
た
、
田
舎
体
験
事
業
な
ど
グ

リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
た
め

　　　　　　年度

項目

平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度

対前年比 対前年比 対前年比

協定締結数 34 34 100 34 100 34 100

集落協定 34 34 100 34 100 34 100

個別協定

協定締結面積（㎡） 7，031，906 7，090，111 101 7，095，191 100 7，095，191 100

田

急傾斜 6，554，658 6，610，273 101 6，615，353 100 6，615，353 100

小・不整形 39，219 39，219 100 39，219 100 39，219 100

緩傾斜 356，701 359，291 101 359，291 100 359，291 100

畑
急傾斜 16，901 16，901 100 16，901 100 16，901 100

緩傾斜 64，427 64，427 100 64，427 100 64，427 100

契約締結率（％） 78 79 100 79 100 79 100

田 78 78 100 78 100 78 100

畑 92 92 100 92 100 92 100

交付金額（千円） 141，235 142，424 101 142，530 100 142，530 100

うち共同取組活動割合 32 32 100 37 116 41 111

集落協定参加者数 831 836 101 827 99 818 99

うち農業者数（人） 827 832 101 823 99 814 99

制度実施集落数 37 37 100 37 100 37 100

の
休
耕
田
の
利
活
用
な
ど
、
水

田
の
持
つ
多
面
的
な
機
能
を
増

進
す
る
活
動
に
31
協
定
が
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
．

　
そ
の
他
の
活
動
と
し
て
、
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
事
業

を
各
集
落
で
取
り
組
ん
で
い
て
、

子
ど
も
会
や
老
人
会
な
ど
の
集

落
美
化
活
動
に
対
す
る
支
援
を

31

協
定
が
行
っ
て
い
ま
す
．
こ

の
ほ
か
役
員
報
酬
に
は
全
協
定

が
支
出
し
て
い
ま
す
。

　
農
地
保
全
へ
の
取
り
組
み
と

し
て
は
、
田
の
畦
等
法
面
保
護

の
た
め
、
畦
に
山
菜
類
の
植
栽

を
し
て
い
る
農
家
も
多
く
、
農

用
地
の
維
持
管
理
に
、
個
々
が

対
応
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
啓
発

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
担
い
手
の
定
着
の

た
め
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
後

継
者
不
足
な
ど
か
ら
、
具
体
的

な
取
り
組
み
に
ま
で
は
至
っ
て

い
な
い
状
況
で
す
。

一
、
今
年
度
の
取
り
組
み
方
針

　
町
で
は
、
今
年
度
は
、
交
付

金
の
5
0
響
を
共
同
利
用
に
充
て

る
よ
う
取
り
組
み
を
す
す
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
制
度
が
今
年

で
最
終
年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、

活
動
の
記
録
や
帳
簿
の
処
理
状

　国は、直接支払制度の今後のあり方について検討をす

すめています。その現地調査として5月26日に松代町で
検討会が行われました。

　国の委員である小田切徳美東京大学大学院助教授をは

じめ、農林水産省の宮本敏久計画部長、北陸農政局村松

睦宏計画部長等が出席し、峠などで現地調査を行いまし

た。その後、新潟県農林水産部森邦夫部長、蓬平集落協

定の若井君男さん、J　A十日町関谷安則しぶみ地区営農

センター長等が取り組み状況の説明や意見交換を行いま
した。

　写真は峠の取り組みについて話す牧田信二さん（中央）

況
に
つ
い
て
集
落
協
定
別
に
確

認
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

二
、
次
期
対
策
へ
の
対
応

　
制
度
を
活
用
し
、
今
ま
で
手

が
つ
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
農

道
や
田
へ
の
進
入
路
の
舗
装
が

行
わ
れ
る
な
ど
、
収
穫
ま
で
の

作
業
の
機
械
化
に
対
応
で
き
る

よ
う
基
盤
の
整
備
を
積
極
的
に

行
っ
た
集
落
が
多
く
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
成
果
と
し
て
耕
作
放

棄
地
の
増
加
は
こ
の
4
年
間
で

大
幅
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
．
し
か
し
、
一
部
の
集
落
協

に
は
、
高
齢
化
に
よ
り
今
ま
で

の
よ
う
に
耕
作
が
で
き
な
い
限

界
感
も
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
．

　
次
期
直
接
支
払
制
度
へ
の
移

行
を
前
に
町
で
は
、
集
落
で
維

持
で
き
る
農
地
と
維
持
が
困
難

な
農
地
に
つ
い
て
集
落
の
状
況

の
確
認
を
す
す
め
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
．

　
あ
わ
せ
て
、
小
さ
な
集
落
協

定
の
場
合
、
共
同
作
業
な
ど
の

活
動
が
困
難
な
状
況
が
生
じ
て

い
て
、
そ
う
し
た
集
落
協
定
に

対
し
て
協
定
の
再
編
成
を
考
慮

し
た
見
直
し
を
年
度
内
に
す
す

め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
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東
頸
城
郡
六
町
村
で
進
め
て

い
る
越
後
田
舎
体
験
事
業
に
松

代
町
が
取
組
ん
で
四
年
目
。
今

年
も
5
月
に
、
首
都
圏
か
ら
中

学
・
高
校
の
6
校
約
5
0
0
人

が
修
学
旅
行
や
体
験
学
習
で
松

代
町
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
豊
か
な
自
然
や
生
命
の
源
で

あ
る
農
業
に
ふ
れ
、
そ
こ
に
生

き
る
人
々
と
の
関
わ
り
の
中
で
、

実
際
の
農
家
生
活
や
農
作
業
を

通
じ
て
「
豊
か
な
心
」
「
生
き
る

力
」
を
育
も
う
と
、
体
験
学
習

や
修
学
旅
行
な
ど
の
場
に
、
越

後
田
舎
体
験
が
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

灘

　
民
泊
先
の
農
家
の
皆
さ
ん
が

出
迎
え
る
、
ま
つ
だ
い
駅
の
ホ
ー

ム
．
勝
田
台
中
学
校
（
加
賀
谷

孝
校
長
）
の
生
徒
約
4
0
名
が
電

車
か
ら
降
り
た
．

　
今
回
の
修
学
旅
行
に
向
け
て

昨
年
の
夏
休
み
か
ら
、
生
徒
自

ら
テ
ー
マ
を
設
け
、
事
前
学
習

を
積
ん
で
き
た
．
三
年
生
の
生

徒
た
ち
9
6
人
は
各
班
ご
と
に
、

目
的
に
応
じ
た
到
着
時
間
を
設

定
し
て
い
る
。
現
地
集
合
に
し

冗
■ ▲
■

」L ■
■■

目
越後囲

幽
顯
選
鰯
灘
謬
魎

思
麟
魍
豫
鱗
耀
欝

て
い
る
の
は
社
会
学
習
の
意
味

が
あ
る
．
お
昼
に
は
全
員
が
集

ま
っ
た
。

　
全
員
共
通
の
日
程
で
あ
る
奴

奈
川
小
学
校
の
運
動
会
に
、
午

後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
参
加
。

神
楽
・
太
鼓
観
賞
の
あ
と
、
リ

レ
ー
競
技
や
大
玉
送
り
な
ど
に

出
場
し
た
．
奴
奈
川
小
学
校
の

児
童
や
地
域
の
人
た
ち
で
賑
わ

う
会
場
が
、
ひ
と
き
わ
大
き
な

歓
声
で
沸
い
た
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中

干・葉県八干代市立勝田台
蓼
1隼徒たち選

　
「
地
域
の
人
々
や
児
童
の
皆
さ

ん
と
の
ふ
れ
あ
い
を
と
お
し
て
、

感
謝
し
感
動
す
る
心
を
培
っ
て

ほ
し
い
」
加
賀
谷
校
長
が
望
む

大
切
な
テ
ー
マ
だ
。
二
泊
三
日

の
修
学
旅
行
の
う
ち
一
泊
を
奴

奈
川
・
峰
方
地
区
の
32
戸
の
農

家
に
分
か
れ
て
宿
泊
す
る
。
民

泊
先
で
は
、
ま
る
で
親
戚
の
子

が
遊
び
に
き
た
よ
う
な
温
か
さ

が
あ
る
。
二
日
問
だ
が
、
農
作

業
や
会
話
を
と
お
し
て
、
田
舎

文
化
を
学
ぶ
．

　
「
昨
日
の
晩
は
、
生
徒
た
ち
に

パ
ソ
コ
ン
の
使
い
方
を
教
え
て

も
ら
い
ま
し
た
」
夫
の
弘
さ
ん

と
二
人
暮
し
の
牧
田
マ
ツ
エ
さ

ん
（
峠
）
の
顔
が
ほ
こ
ろ
ん
だ
。

　
生
徒
を
歓
迎
し
て
、
峠
の
集

落
セ
ン
タ
ー
で
昼
食
会
が
行
わ

れ
た
．
民
泊
先
の
農
家
7
戸
と

宿
泊
し
た
生
徒
2
1
人
が
、
朴
の

葉
や
笹
の
葉
に
く
る
ん
だ
押
し

寿
司
づ
く
り
で
交
流
を
深
め
た
。

　
三
日
目
は
、
松
代
小
学
校
で

町
内
の
5
年
生
の
児
童
と
の
交

流
会
が
行
わ
れ
た
．
8
月
に
ユ

ニ
ラ
ブ
で
早
稲
田
大
学
を
訪
れ

る
児
童
た
ち
が
、
勝
田
台
中
学

校
の
生
徒
の
家
庭
に
民
泊
す
る

計
画
だ
．

　
今
年
の
3
月
に
「
松
代
町
田

舎
体
験
推
進
協
議
会
」
が
設
立

し
た
。
民
泊
の
受
け
入
れ
や
体

験
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
務

め
る
農
家
約
1
6
0
人
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。
人
と
人
の
心
が

通
う
交
流
は
、
今
後
さ
ら
に
広

ま
っ
て
い
く
．
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●
●
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に

”
聡
翁議

　
．
　
8

　
　
卿

　
　
O

東
京
奴
奈
川
会

創
立
2
5
周
年
記
念
総
会
・
祝
賀
会

　
晴
天
の
平
成
1
6
年
4

月
2
5
日
、
東
京
奴
奈
川

会
の
創
立
2
5
周
年
記
念

総
会
と
祝
賀
会
が
第
一
ホ
テ
ル

両
国
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
．

故
郷
か
ら
関
谷
達
治
松
代
町
長

お
よ
び
奴
奈
川
小
学
校
長
を
始

め
と
し
た
1
0
名
も
の
皆
様
、
東

京
新
潟
県
人
会
お
よ
び
東
京
松

代
会
を
始
め
と
す
る
郷
人
会
か

ら
3
0
名
を
超
え
る
皆
様
、
そ
し

て
ー
O
O
名
に
近
い
東
京
奴
奈

川
会
会
員
が
集
い
盛
大
な
祝
賀

東京奴奈川会会長

小堺朝毅

ム
本
と
な
っ
た
．

　
小
堺
朝
毅
新
会
長
の
挨
拶
に

引
続
い
て
役
員
を
退
任
さ
れ
る

石
野
士
前
会
長
、
米
持
新
吉
、

小
堺
保
、
佐
藤
直
義
前
副
会
長

に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
新
名
誉
会

員
の
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

　
ご
来
賓
の
祝
辞
に
続
い
て
、

来
賓
各
位
の
紹
介
を
東
京
奴
奈

川
会
初
の
女
性
委
員
長
と
な
っ

た
高
橋
ゆ
き
い
広
報
委
員
長
が

行
い
、
や
わ
ら
か
な
声
に
よ
つ

て
会
場
全
体
が
な
ご
や
か
な
雰

囲
気
に
つ
つ
ま
れ
た
。

　
恒
例
の
鏡
割
り
は
牧
田
嘉
正

最
高
顧
問
の
音
頭
で
元
気
よ
く

行
な
わ
れ
一
気
に
祝
宴
ム
ー
ド

と
な
っ
た
。

　
第
二
部
は
武
田
勇
、
佐
藤
義

夫
両
氏
の
名
司
会
で
祝
宴
の
幕

が
切
っ
て
お
と
さ
れ
た
。

　
手
品
あ
り
、
踊
り
あ
り
で
会

は
益
々
盛
り
上
が
り
、
久
し
ぶ

り
の
顔
に
想
い
出
話
は
尽
き
ず
、

に
ぎ
や
か
な
談
笑
で
宴
は
最
高

潮
と
な
っ
た
．
そ
し
て
郷
土
の

盆
踊
り
を
童
心
に
帰
っ
た
よ
う

に
踊
り
、
そ
の
笑
顔
は
最
高
で

あ
っ
た
。
い
よ
い
よ
会
も
終
わ

り
と
な
り
閉
会
の
挨
拶
に
続
き
、

「
ふ
る
さ
と
」
の
大
合
唱
で
全
員

を
感
動
の
頂
点
に
導
い
た
．

　
松
代
町
町
議
会
議
員
山
岸
公

男
様
の
音
頭
で
万
歳
三
唱
し
て

閉
会
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
（
大
西
　
記
）

一
一
ρ
一
一
‘
冑
捲
嚢
奥
禽
　
婁
⑳
網
奔

総
務
委
ロ
貝
長

横浜市在住　雅
（室野・かの屋）朗

●
も
の
知
り
は
か
せ

事
業
委
ロ
貝
長
　
柳

か
せ
ん
し
き

克
治

埼玉県新座市在住

（小屋丸・隠居）

東
京
菅
刈
親
睦
会

第
1
3
回
東
京
菅
刈
会
開
催

　
4
月
1
1
日
に
吉
池
宴
会
場
に
て

33

名
の
多
い
参
加
を
戴
き
、
菅
刈

出
身
者
の
み
和
や
か
な
雰
囲
気
の
、

実
に
楽
し
い
有
意
義
な
故
郷
会
で

し
た
．
来
春
は
も
つ
と
多
く
の
参

加
者
を
募
り
盛
会
を
期
待
し
て
い

ま
す
。
　
　
（
会
長
　
関
谷
角
治
）

△
誠

町
響

A
置
開

下
椥

宜
し
く
御
願
い
申
し
上
げ
ま
す

財
務
委
ロ
貝
長
　
柳

色
即
目
疋
空

葛飾区在住　信
（犬伏・宮ノ脇）　車甫

濁
会
（
4
月
4
日
）

　
4
0
戸
の
村
落
が
消
え
て
2
5

年
．
こ
れ
は
松
代
町
で
も
唯

　
の
現
象
と
思
わ
れ
る
が
、

4
半
世
紀
後
の
村
跡
へ
い
っ

て
み
て
大
自
然
へ
帰
趨
す
る

偉
大
な
カ
に
感
慨
無
量
。

民
は
東
京
濁
会
で
人
の
和
を

大
切
に
不
屈
の
魂
を
よ
み
が

え
ら
せ
て
い
ま
す
。

　
　
（
会
長
　
佐
藤
　
博
）

慧
．
纏

じ
ρ
浮
響
ρ
ρ
一
ρ
ρ
ρ
曇
ρ
ρ
鐸
ρ
爵
§
爵
鐸
ρ
ρ
ρ

組
織
委
員
長
　
小
堺

埼玉県北葛飾在住＿

　（蒲生・大東）男

広
報
委
員
長
　
大
西

千葉市在住　武
（竹所・東）清義弟久

次
回
に
つ
づ
く



松
代
の
自
然

初
夏
の
ヤ
マ
ブ
シ
タ
ケ

　
昨
年
の
6
月
1
2
日
の
午
前
中
、
福
島

の
城
川
ダ
ム
流
域
に
あ
る
、
ブ
ナ
の
深

緑
が
美
し
い
『
ま
る
や
ま
森
林
浴
公
園
』

で
、
沿
道
の
崖
に
繁
茂
す
る
雑
木
を
切
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
タ
ニ
ウ
ツ
ギ

や
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
、
コ
マ
ユ
ミ
、
ヤ
マ
ネ

コ
ヤ
ナ
ギ
な
ど
の
ほ
か
に
キ
ブ
シ
が
密

生
し
て
円
い
玉
を
た
く
さ
ん
ぶ
ら
下
げ

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
小
型
の
手
曲

が
り
ノ
コ
ギ
リ
で
切
り
払
っ
て
い
る
と
、

枯
れ
た
ナ
ラ
の
大
木
が
崖
下
に
向
か
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
た
ま
り

て
倒
れ
て
い
て
、
そ
の
幹
に
白
い
塊
が

見
え
ま
し
た
．
こ
れ
は
こ
ち
ら
で
ウ
サ

ギ
タ
ケ
と
い
っ
て
い
る
ヤ
マ
ブ
シ
タ
ケ

で
し
た
．

　
こ
れ
を
発
見
す
る
の
は
大
抵
、
秋
の

キ
ノ
コ
シ
ー
ズ
ン
で
あ
っ
て
、
今
の
初

夏
の
時
期
に
こ
ん
な
も
の
が
生
え
て
い

る
の
は
珍
し
い
と
、
家
に
カ
メ
ラ
を
取

り
に
走
っ
て
き
て
、
撮
影
し
ま
し
た
。

　
ヤ
マ
ブ
シ
タ
ケ
と
い
う
の
は
山
伏
と

い
う
修
験
者
が
、
衣
服
の
上
に
着
用
す

る
篠
懸
衣
（
す
ず
か
け
ご
ろ
も
）
に
付

け
る
装
飾
品
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
付

け
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
形
は
兎
が

う
ず
く
ま
っ
て
い
る
姿
に
似
て
い
る
の

で
ウ
サ
ギ
タ
ケ
と
も
い
い
ま
す
。
シ
カ

ノ
キ
ン
タ
マ
と
い
う
土
地
も
あ
り
、
吸

水
性
が
い
い
こ
と
か
ら
ジ
ョ
ウ
ゴ
タ
ケ

（
上
戸
茸
）
と
い
う
所
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
現
在
は
さ
ま
ざ
ま
な
キ
ノ
コ
が
人
工

栽
培
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
ヤ
マ
ブ
シ
タ

　
　
お
　
が
く
ず

ケ
も
大
鋸
屑
栽
培
は
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

原
木
栽
培
は
ま
だ
研
究
段
階
と
い
う
こ

と
で
す
．

　
最
近
の
新
聞
広
告
で
痴
呆
に
効
く
と

い
う
宣
伝
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
私

に
は
朗
報
か
な
？

　
普
通
は
秋
の
山
で
キ
ノ
コ
採
り
に
歩

い
て
い
る
と
き
に
、
ナ
ラ
の
木
の
幹
に

白
い
塊
が
見
ら
れ
る
の
で
発
見
は
容
易

で
す
。
し
か
し
、
高
す
ぎ
て
ど
う
し
て

　
　
　
　
　
　
　
せ
っ
し
や
く
わ
ん

も
採
れ
な
い
た
め
切
歯
拒
腕
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
．

　
そ
れ
が
梅
雨
入
り
前
の
今
頃
、
暑
く

乾
燥
し
た
日
が
続
く
中
で
発
生
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
、
異
常
気
象
の
前
触

れ
か
と
思
わ
れ
た
り
し
ま
す
が
、
心
配

　
　
　
　
　
　
　
　
な
た

は
後
回
し
に
し
て
、
錠
を
用
い
て
採
取

し
て
帰
り
ま
し
た
．

　
　
　
（
文
と
写
真
　
高
橋
八
十
八
）

　
　
　
版
　
　
糞

　
　
　
　
、
霧
灘
譲

企

念
録
捻

記
追
だ

わ
れ
ら
が
郷
土

松
代
町
を
い
つ
ま
で
も

　
松
代
町
が
誕
生
し
て
今
年
で
5
0
年
。

今
、
平
成
の
合
併
を
目
前
に
、
私
た
ち

が
生
ま
れ
育
ま
れ
た
郷
土
松
代
町
を
、

い
つ
ま
で
も
記
録
に
残
せ
る
よ
う
、
記

念
誌
「
町
史
－
追
録
版
」
「
広
報
ま
つ
だ

い
ー
縮
小
版
」
を
刊
行
し
ま
す
．

　
町
史
は
、
平
成
元
年
に
発
行
し
た
松

代
町
の
集
大
成
で
あ
る
「
町
史
　
上
・

下
巻
」
に
継
ぐ
も
の
で
、
主
に
平
成
以

降
の
町
の
軌
跡
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
．

　
広
報
ま
つ
だ
い
縮
刷
版
は
、
過
去
の

3
巻
に
続
き
、
平
成
5
年
4
月
号
以
降

を
ま
と
め
て
い
ま
す
。
巻
頭
に
は
昭
和

58

年
か
ら
の
連
載
で
、
町
の
全
集
落
を

紹
介
し
た
「
部
落
紹
介
」
を
掲
載
し
て

い
ま
す
．

　
色
あ
せ
な
い
記
憶
の
つ
づ
り
に
、
ご

家
庭
の
保
存
版
と
し
て
、
ぜ
ひ
お
求
め

く
だ
さ
い
．

　
町
史
－
追
録
版
、
広
報
ま
つ
だ
い
1

縮
小
版
は
ど
ち
ら
も
有
料
販
売
で
す
．

予
定
頒
布
価
格

町
史
－
追
録
版

　
2
、
O
O
O
円
（
1
巻
綴
）

（
先
行
予
約
価
格
　
1
、
5
0
0
円
）

広
報
ま
つ
だ
い
1
縮
小
版

　
9
、
O
O
O
円
（
2
巻
綴
）

（
先
行
予
約
価
格
　
8
、
O
O
O
円
）

※
郵
送
希
望
の
場
合
、
別
途
運
送
料
が

　
か
か
り
ま
す
．

（
価
格
は
予
定
で
す
。
注
文
数
に
よ
り

変
更
に
な
り
ま
す
の
で
、
予
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
）

発
行
時
期

平
成
1
7
年
1
月
販
売
開
始

先
行
予
約

平
成
1
6
年
7
月
1
5
日
よ
り

●
町
内
在
住
の
方
に
は
、
注
文
書
を
集

　
落
内
回
覧
し
ま
す
．

●
町
外
在
住
の
方
は
、
役
場
総
務
課
ま

　
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
皿
0
2
5
1
5
9
7
－
2
2
2
0
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
業平成9年3月22日ほくほく線開
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出
し

な

が
ら　夏舞一畠
　、
　　　まつだい雪国農耕文化材センター

　
松
代
町
と

東
京
の
代
官

山
が
、
お
互

い
の
地
域
の

魅
力
を
引
き

　
　
　
　
　
　
新
た
な
交
流
や

活
力
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
す

る
試
み
が
5
月
2
0
目
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。

　
こ
の
企
画
は
「
ま
つ
だ
い
代

官
山
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
」
と

い
い
、
日
本
列
島
を
縦
断
し
、

都
市
と
地
域
を
結
び
つ
け
て
い

く
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
第
一
弾
と
し
て
、
代
官
山
に

あ
る
輸
入
食
材
や
総
菜
を
販
売

し
て
い
る
「
ヒ
ル
サ
イ
ド
パ
ン

ト
リ
ー
」
と
い
う
お
店
の
一
角

に
お
い
て
、
松
代
町
の
山
菜
や

野
菜
を
販
売
す
る
試
み
を
行
っ

て
い
ま
す
．
こ
こ
で
は
、
消
費

者
の
「
食
」
の
安
全
を
求
め
る

声
に
お
応
え
し
、
松
代
町
か
ら

直
送
さ
れ
る
野
菜
は
「
誰
に
よ
つ

て
、
ど
ん
な
環
境
で
育
て
ら
れ

た
か
」
と
い
う
生
産
履
歴
の
開

示
を
徹
底
し
、
顔
の
見
え
る
関

係
を
築
い
て
い
く
取
り
組
み
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
各
マ
ス
コ
ミ
も
こ
の
企
画
を

取
り
あ
げ
、
松
代
町
の
農
産
物

が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
．

聰診卜凹巳巴

　
「
ま
つ
だ
い
代
官
山
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
」
で
は
、
こ
の
取
り

組
み
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る

生
産
者
の
方
々
を
募
集
し
て
い

ま
す
．

鰯

・
「
農
薬
安
全
使
用
基
準
」
に
基
』

づ
き
、
農
産
物
を
生
産
し
て

い
る
方
．

・
規
定
の
生
産
履
歴
用
紙
に
、

記
録
し
て
い
た
だ
け
る
方
。

・
定
期
的
に
行
わ
れ
る
打
ち
合

わ
せ
に
参
加
し
て
頂
け
る
方
。

そ
の
他

・
自
慢
の
一
品
の
出
荷
で
も
構

い
ま
せ
ん
．

・
野
菜
以
外
で
も
、
松
代
の
特

　
　
　
欄
鵜
鱗

　
産
品
が
あ
れ
ば
出
品
で
き
ま

　
す
．
・
毎
週
の
出
荷
が
不
可
能
な
場

　
合
、
月
に
一
度
の
出
荷
な
ど

　
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

・
事
務
局
と
の
調
整
に
よ
り
ま

　
す
が
、
買
い
取
り
を
基
本
に

進
め
て
い
ま
す
．

・
参
加
費
は
無
料
で
す
。

　
出
品
希
望
の
方
は
、
左
記
の

連
絡
先
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
．
皆
様
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
．

「
ま
つ
だ
い
代
官
山
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
」
担
当
：
桑
原
康
介

至中目黒　「まつだい代官山クロスカントリー」

　　　　　　　　　　　　　　案内図

，、i……li：1：19交番　　　　　　　　　ダ

　　　　　　ヒルサイドデ7スG棟B1　　　　　　　掌鞠伽
　　　　　…蔑…議ヒルサイドパントリー内　　　　　　　　馨至渋谷

慧．．、　　　　識
（駅より徒歩3分）

至恵比寿

　　まつだい農耕文化村センター「農舞台」
連丁巳＝025－595－6180（松代事務局）

絡　　　　　　　　　　＿
先㈱アートフロントギヤヱリー
　TE　l　O3－3476－4868（東兄事務局）

礁N脚N，圓N脚N刺‘図脚図，圃IN，國圃回⊂レ4，圃1図艸N脚N，圃1レ4，回lNl回‘N脚N，國IN，回IND回‘N脚N脚N，回cNl回IN，回⊂N，圃‘N9圃lN，回‘N，圃IN脚N艸レぐ9國‘図，回図圃圃回1レぐ刺lN脚図脚N脚N，國IN艸N，圃εN，圃図圓cN脚図，圃IN，同‘N脚レ4，圃IN，回‘N，h

　
農
舞
台
で
は
、
昨
年
よ
り

地
元
農
家
と
の
協
力
の
も
と

に
田
ん
ぼ
づ
く
り
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
．
こ
れ
は
、
都
市

に
住
む
人
々
に
1
年
間
松
代

の
田
ん
ぼ
で
米
づ
く
り
会
員

に
な
っ
て
も
ら
い
、
田
植
え

や
稲
刈
り
、
伝
統
工
芸
な
ど

の
雪
国
農
耕
文
化
を
体
験
し

な
が
ら
、
松
代
の
皆
様
と
交

流
し
、
お
米
を
味
わ
っ
て
も

ら
う
と
い
う
事
業
で
す
。

　
そ
し
て
、
今
年
度
の
第
一

弾
の
体
験
と
し
て
、
5
月
2
2
・

23

日
に
田
植
え
を
行
い
ま
し

た
。　
場
所
は
室
野
に
あ
る
約
60

ア
ー
ル
の
棚
田
で
す
．

　
　
　
え

　
　
　
植

　
　
　
田

　
　
　
　
」

農耕文化を農作業で実感

米づくり会員

農舞台「田兇ぼ

　
2
2
日
に
は
都
会
か
ら
来
た

n
名
の
会
員
の
皆
さ
ん
と
7

名
の
こ
へ
び
隊
で
、
田
ん
ぼ

先
生
の
関
谷
正
行
さ
ん
（
松

代
）
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
、

山
菜
と
り
も
交
え
な
が
ら
楽

し
く
田
植
え
を
行
い
ま
し
た
．

昼
過
ぎ
か
ら
豪
雨
と
雷
に
見

舞
わ
れ
、
ず
ぶ
ぬ
れ
で
芝
峠

温
泉
に
駆
け
込
み
ま
し
た
が
、

会
員
さ
ん
に
は
「
あ
ん
な
に

雨
を
浴
び
た
の
も
久
し
ぶ
り

だ
」
と
逆
に
喜
ば
れ
て
助
か

り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

　
2
3
日
は
犬
伏
で
和
紙
漉
き

体
験
を
行
い
ま
し
た
．
初
め

て
山
間
の
田
を
見
て
、
田
植

え
を
体
験
し
た
皆
さ
ん
は
松

　　　難蟷鶴

聾難

代
の
田
ん
ぼ

を
守
っ
て
い

く
に
は
ど
う

し
た
ら
よ
い

き
　
ヤ
　
　
　
　
　
ペ

カ
　
と
レ
う

所
に
ま
で
思

い
を
深
め
て

い
た
だ
い
た

よ
う
で
、
ま

ず
ま
ず
の
第

一
歩
で
す
．
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5
月
1
6
日
側
、
燕
市
民
体
育
館
で
　
　
　
　
　
〈
成
績
〉
中
学
男
子
団
体
形

行
わ
れ
た
、
全
国
中
学
校
空
手
道
選
　
　
　
　
1
位
　
松
代
中
学
校
チ
ー
ム

手
権
新
潟
県
予
選
大
会
で
松
代
中
学
　
　
　
　
相
沢
健
太
、
市
川
大
地
、
相
沢
佑
樹
、

校
男
子
チ
ー
ム
が
団
体
形
の
部
で
み
　
　
場
高
澤
慎
太
郎
（
補
）
・
市
川
銀
次
（
補
）

ご
と
優
勝
．
8
月
に
大
分
県
別
府
市
聾
出
男
子
個
人
形

で
開
催
さ
れ
る
第
1
2
回
全
国
中
学
生
子
㎞
鵬
4
位
相
沢
佑
樹

空
手
道
選
手
権
大
会
に
出
場
し
手
．
男
会
　
　
　
藝
ー
讐

　
現
在
、
空
手
部
は
松
代
中
学
校
の
徒
六
　
　
　
　

雛
　
　
・
　
灘
…
…
た

難
鰐
整
羅
韓
　
灘
…
…
濃
蹴

麟
禦
饗
葦
松
鋸
．
灘
璽
麗
熱

平
響
蘇
砿
講
大
会
に
　
鞭
．
、
・
瞬
、
、
、
．
藻

出
場
す
る
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰹
藝
霧
勝
蹴
贈
　
　
・
全

　
平
成
1
6
年
度
読
書
活
動
優
秀
実
践
校

と
し
て
、
松
代
高
校
（
小
庄
司
一
憲
校

長
）
が
文
部
科
学
大
臣
よ
り
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
4
月
2
3
日
の
子
ど
も
読

書
の
日
に
ち
な
ん
で
、
全
国
の
小
・
中

学
校
と
高
校
を
対
象
に
、
生
徒
児
童
に

読
書
啓
発
活
動
の
優
秀
な
学
校
を
表
彰

す
る
も
の
で
、
県
内
の
高
校
で
は
松
代

高
校
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
同
校
が
、
2
0
年
程
前
か
ら
毎
春
実
施

し
て
い
る
朝
の
読
書
タ
イ
ム
や
、
図
書

委
員
会
が
同
校
生
徒
か
ら
の
書
評
を
ま

　　　そにガじ
　　　の読イえ
　　　成書ドて

　　　を発の録

11礫△難え果活図

表彰状を手にする小庄司校長

一
誌
「
読
書

広
く
生
徒

て
い
る
と
、

ハ
彰
で
す
．

　　　　　　　　松代町職員募集
松代町職員嬬合併後、瓢市十日町市職員）の平成纏7年度採用上級試験を次のとお鱗実施じます

1．募集職種と人員　　　一般行政職　若干名

2．受験資格

①基準
　昭和51年4月2日から昭和58年4月1目までに
　生まれた者で4年制大学を卒業した者、または

　平成17年3月31日までに卒業する見込みの者．

②次のいずれかに該当する者は、受験できません．

　○日本の国籍を有しない者

　○成年被後見人または被保佐人（準禁治産者を

　　含む）

　○禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わる

　　まで、またはその執行を受けることがなくな

　　るまでの者

　○目本国憲法施行の日以後において、日本国憲

　　法またはその下に成立した政府を暴力で破壊

　　することを主張する政党その他の団体を結成

　　し、またはこれに加入した者

3．試験の方法
①教養試験　公務員として必要な、一般的な知識

　　　　および知能について、大学卒業程度
　　　　で択一式による筆記試験を行います。

②専門試験　専門的知識および能力について、大

　　　　学卒業程度で択一式による筆記試験

　　　　　を行います。
③一般性格　職務および職場への適応性について

　診断検査　択一式による検査を行います．

4．試験日、試験会場および時間割

①第一次試験　試験日：平成16年7月25日（日）

　詳しくは申し込みされた人にお知らせします。

②第二次試験　第一次試験の合格者に対して面接

　試験を行います．

第一次試験合格者に対して、受験資格、申込書記載

事項の真否について調査します。

5．申し込み

申込書類　受験申込書、写真（上半身、脱帽、正

　　　　面向き、縦4cm、横3cm）計3枚（う

　　　　ち1枚受験申込書に貼付．受験票・受

　　　　付票貼付用〈裏面氏名、撮影年月日記

　　　　入〉2枚）
締め切り　平成16年6月30日㈲午後5時必着

受験申込書は松代町役場総務課で受領してくださ

い。
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　　　　　　　　　　　や高田盲学校から　　　　　　　　　　1
　あい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も
「EYEルーム、開設のご案内i

当校は、視覚障害教育の学校ですが、1

　　　　　　　　　　　やそれに関わる教材・教具などを多数そ1

ろえています．このたび、常設の「展1

示ルーム」開設し、開放しています．1

　　　　　　　　　　　や一般の方からは「視覚障害教育」の1
一端をご覧いただき、小・中・高校生1

からは「総合学習」の参考に、幅広く1

　　　　　　　　　　　やご利用いただけます。展示してある教1

短
　
　
歌

動
く
も
の
手
当
り
し
だ
い
刺
し

そ
う
な
ブ
ン
ブ
ン
蜂
を
歌
う
園

児
ら
　
　
　
　
市
川
辰
雄

病
床
の
閉
め
っ
き
り
な
る
窓
の

外
吾
な
ど
忘
れ
春
は
進
み
て

　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
ト
ミ

　
　
　
あ
　
く

山
菜
の
灰
汁
に
染
ま
り
し
手
の

平
に
わ
ら
び
煮
の
せ
て
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　　　く主な展示品＞　　　　　　1　　の
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　　　　　　　　　　　1　ん・点字タイプライター　・教材・教具1　　と
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なときはご連絡ください。　　　　1
また、登校では月～金曜の9時～17時1
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ています。お気軽にご相談ください。1
連絡先：高田盲学校相談支援センター1
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地を躍る白虎と空を舞う赤鳳の熱い戦いをご覧ください

平成16年度松代高校体育祭
　　　日時＝6月24日休）　9＝00～
　　　（雨天予備日　25日、28日、29日）

　　　　会場＝松代高校グラウンド

　　おいでください松代高校体育祭

人ロの動き
男　　2，007人　　（一6人）

女2，146人（±O人）
計　　4，153人　　（一6人）

世帯数　1，481世帯（一2世帯）

出生　1人　　死亡　4人

転入　6人　　転出　9人
　　（16年5月末日現在）

圓
圏
⇔
團
回

　
　
（
5
月
1
日
～
5
月
3
1
日
）

幸
せ
多
い
人
生
を
（
婚
姻
）

関
谷
　
成
寿
・
大
橋
サ
オ
リ
さ
ん

　
　
　
　
（
松
代
　
は
り
ま
や
）

元
気
な
良
い
子
に
（
出
生
）

　
　
　
ゆ
　
か

高
橋
　
由
佳
’
　
洋
一
・
ジ
ョ
セ

リ
ン
・
カ
ル
ロ
ス
さ
ん

　
　
　
　
（
会
沢
　
そ
う
え
ん
）

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
（
死
亡
）

柳
　
　
寅
松
さ
ん
　
　
　
9
0
歳

　
　
　
　
　
（
松
代
あ
め
や
）

村
山
　
東
蔵
さ
ん
　
　
　
⑳
歳

　
　
　
（
海
老
　
さ
ん
ま
い
だ
）

柳
　
　
三
郎
さ
ん
　
　
　
8
6
歳

　
　
　
　
（
太
平
　
え
び
す
や
）

桑
原
　
秀
次
さ
ん
　
　
　
8
0
歳

　
　
　
　
（
桐
山
　
か
つ
え
ん
）

74



町の行事予定（6・7月）
l！（月）

夏至

22（火）

第5回合併協議会松之山町自然休養村センター13二30～

第3回松代の青少年を語る会総合センター19二30～
保健衛生推進員研修会役場9二〇〇～

23（水） 松寿大学開講日総合センター8＝40～
通学合宿松和荘（26日まで）

24休）
参議院議員通常選挙告示日

日本脳炎予防接種総合センター13＝00～

25（金）
参議院議員通常選挙期日前投票開始日
松代わくわくチャレンジクラブホタル観察会19：00～

鎚㈱ 東京松代会ほたる観賞ツアー（27日まで）

蝋藷鐙レンジ塾（チヤレンジスポーツ）総

28（月）

29（火）
第3回大地の芸術祭企画発表会十日町市クロス1018：00～

すくすく教室松代保育園9：00～

30（水） 小・中学校芸術鑑賞教室松代中学校13＝30～

乙／休）

国民安全の日

2（金）

灘㈱
………嚢醗羅…婁……難鑛……1萎i

十日町市キナーレ1周年・雪ザミットプレイベント
10二〇〇～

5（月） 総合健診総合体育館8二30～（9日まで）

6（火）
第7回全国明るい雪自治体会議雪ザミット十日町市キナーレ13：30～

第4回松代の青少年を語る会総合センター19＝30～

7（水） 小夏七夕

8休）

9（金）

羅欝

、、囲鞭ii

参議院議員通常選挙日

12（月）

13（火） 三種混合予防接種総合センター13＝00～

14（水） すくすく教室総合体育館9二〇〇～

15休）

16（金） 松代町高齢者スポーツ大会総合体育館8二30～

難鱒

第20回町内ソフトバレーボール大会総合体育館8二
i…ii簾音祭り（20日まで）

20（火）

お知欝せ

隈』隆曝際際

　7月6日（幻、7日（掬の両日、越後妻有交流館キナーレとクロス

10大ホールにおいて第7回全国明るい雪自治体会議雪サミット2004

in十日町を開催します．

　この雪サミットは、雪国の新しい可能性について創造し、積極

的に利雪・親雪に取り組んでいこうと、全国の雪国の自治体が協

力し合って、活力ある地域振興と生活の向上に寄与することを目

的に設立されたものです。

＜開催日程＞

7月6日（火）13：30～　　会場：十日町市　キナーレ広場

内容：①施設見学会　六目町総合庁舎、アグリコア越後（大和町）、

　　　　　　　　　　　小嶋屋麺工房（十日町市）での雪冷房の利

　　　　　　　　　　　用や低温保存庫の利用施設を見学

　　　②第7回全国明るい雪自治体会議

　　　③全体交流会　キナーレ広場　参加費：4，000円

7月7日（掬　8：30～　　会場：十日町市　クロス10大ホール

内容：①基調講演　講師　江本　勝さん　　　ほか

　　　　　　　　　　演題「水からの伝言一自分をあいするという

　　　　　　　　　　　　こと」

　　　このほかに、吹奏楽演奏やリレートークなどを予定

※雪サミットプレイベントとして7月4日（日）にキナーレにおいて、

　雪の学習会などを開催します．

問い合わせは、十目町市役所　雪・水対策課　克雪水対策係

　　　　　　　　　　　　　（TELO257－57－3111）まで

「－一－一閣一’一’一－一嗣一’一’一’一’一薗一’一願一’一’「

1　　　水辺にやすらぎ　心にゆとり　　　　l

I7月は河川愛護胴です　　　　　　　1
・　　　　　　　　　　　　　国土交通省　高田河川国道事務所・
L－＿．＿．＿．＿匿＿一＿．＿．＿－＿．＿－＿．＿．＿．＿－＿一」

”1　　　　▼　o

昭和39年、東京オリンピックや新潟地震など全国的にも思

い出深いできごとが多い年であり、これらを契機に日本も大

きく変貌を遂げる節目の年でもあった。身近なところに目を

向ければ、松代町もそうである。春先の松代馬場塚の土砂崩

れは、渋海川に流れ込み、命綱をつけた消防団の復旧作業は

痛々しく思い起こされる。連日の豪雨が渋海川に架かる橋を

乗り越えるほどだった「7．7水害」。桐山の大火。写真集作

成に向けて整理しているといろいろなできごとがあった。こ

の年の、町のハイライトを飾っていたのは、新潟国体の大会

旗が町内を通過したというニュースだ。各戸は国旗を掲げ、

沿道の町民は国体小旗を打ち振りながら国体歌を合唱したと

記されている。写真からも時代の勢いを感じる。まだ記憶に

新しいこの年に、私は生まれてよかったと思う。　　　⑳

生涯学習課からのお知らせ

『松代町成人式」集合写真の配布について

　5月3日に開催された成人式の集合写真を無料で配布します．

成人式に参加された方は、町総合センター（TEL597－2301）ま

で受け取りにきてください。

昭
和
3
9
年
5
月
17
日
。
旧
役
場
前
を

通
過
す
る
国
体
旗
。
新
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国
体
は
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京
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ッ
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り
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げ
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6
月
6
日
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1
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日
ま
で
開
催

さ
れ
た
。
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躍図書館

　行こう！

　　　　　　　　◇

＊＊＊一般＊＊＊

【休館日】

毎週月曜日・祝祭日
【開館時間】

毎週火～金13＝00～18＝00
　　　土・日10二〇〇～17＝00

恋なんて、少し不幸ぐらいがちょうどいい　唯川　　恵

夫というもの　　　　　　　　　渡辺　淳一

仕事常識　新・オトナの学校　日本経済新聞社

イタリア幻想曲　貴賓室の怪人2

跳び箱とさかあがりができる本

中島先生の体育教室

家計に役立つ助成金がわかる本

　　　　　　　　　暮らしの経済研究会
シニアの転倒予防に役立つ体操・ゲーム

　　　　　　　　　　　余暇問題研究所
話しかけ上手は英会話がうまい！

　　　　　　　　　　　　　向井　京子
子どもを本好きにする50の方法

【電　話】　597－2615
【ホームページアドレス】

http二〃vwvw．9ρcn，ne．jp／～m－tosho／

【メールアドレス】

m－tosyo＠beach．ocn．nejp

十おすすめ本300冊

数え方の辞典

フジ子・ヘミング真実の軌跡

さくまゆみこ

　飯田　朝子

　喜多　麗子

ノンタンのいたいのとんでけ～☆キヨノサチコ1

いちはかたつむり、じゅうはかに「

あしでかぞえるかずのほん

“むぎゅっ”とっちゃった　　R・クレインベルジェ◆

アンパンマンとさばくのたから

おっちゃんの長い夏休み

こくごであそぼ　本が好きになる

たのしもう平面図形
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東京松代会の柳政直さんから写真集を寄贈し

ていただきました

「南極の空（気象観測隊員が見つめてきた

極みの大地）」　クライム発行

　一般の人が踏み込むことが困難な南極の、

神秘的な世界をカメラでとらえた貴重な写真
集です。

E　C　H巳G　O■

マヨロロハほロ

ART’『醜1匿閥閥IAし

　了駅

　　　　“◎・

　　　　　　　　　≠　　二5　魁魁▲4

づ葬◎囲
〆

ぐが

開催速報

魍・・

　襟．8ジ
▲冠

ふ

　　　あの感動のフィナーレから1年
犬地の芸術祭が8月の10日間開催されま魂『

』
・
開
催期間『… 公式菰国グラ螢一．8i月．1、・．醜日）繊範日』（火）

R葭期間・．・一8環到日（日）灘3翔日（火）

議図汐薮張、演劇穂コ認テ・ジポラ1り一ダ甥スな邊の芸

　　　　術公演のぼが　各地区の、蒸撮一潔癒企箇

　　　　展や各種イベンドを開催轟定
　　　　1詳じく『は6月29日あ企画発表会で

熱薦真夏の翔0自間．どうぞぎ期待くだざ藤里

越後妻有アートトリエンナーレ2006
　　　大地の芸術祭企画発表会

　日時：6月29日㈹午後7時～9時
　場所＝十日町市クロス10大ホール
　2006年に開催される「第3回大地の芸術祭」の

企画発表会を行います。参加アーチストや作品プ

ラン紹介のほか名誉実行委員長の平山新潟県知事

と、北川フラム総合コーディネーターによる対談

なども予定しています。

　入場無料でどなたも参加できますので、お気軽

にお越しください。
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